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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光リンク（１１、１２、２１、２２、３１、３２、４１、４２）によって相互接続され
たトランスペアレントな交換ノード（１、２、３、４）を備える光通信ネットワーク内の
物理的劣化の表現を作り出す方法であって、
　双方向リンク（１０、２０、３０、４０）として一対の反対方向の光リンクを関連付け
るステップと、
　前記対のそれぞれの前記反対方向の光リンクの少なくとも１つの個別の物理的劣化パラ
メータを提供するステップと、
　前記対の反対方向の光リンクのそれぞれの前記物理的劣化パラメータから前記双方向リ
ンクの少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を判定するステップと、
　前記双方向リンクの前記少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を備える双方向リ
ンクの記述子を保存するステップと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記双方向リンクの前記物理的劣化パラメータ特性のうちの少なくとも１つが残留色分
散パラメータを含み、前記残留色分散パラメータが前記対のそれぞれの前記反対方向の光
リンクの残留色分散パラメータの数学的平均として取得されるということを特徴とする、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記双方向リンクの前記物理的劣化パラメータ特性のうちの少なくとも１つが光信号対
雑音比パラメータを含み、前記光信号対雑音比パラメータが前記対のそれぞれの前記反対
方向の光リンクについての光信号対雑音比パラメータの最小として取得されるということ
を特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記双方向リンクの前記物理的劣化パラメータ特性のうちの少なくとも１つが非線形位
相パラメータを含み、前記非線形位相パラメータが前記対のそれぞれの前記反対方向の光
リンクについての非線形位相パラメータの最大として取得されるということを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記双方向リンクの前記物理的劣化パラメータ特性のうちの少なくとも１つが偏波モー
ド分散パラメータを含み、前記偏波モード分散パラメータが前記対のそれぞれの前記反対
方向の光リンクについての偏波モード分散パラメータの２乗平均平方根値として取得され
るということを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　光通信ネットワーク内のノードのうちの１つまたは複数に送信されるプロトコル経路指
定メッセージ内の双方向リンク記述子を広めるステップを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　光リンク（１１、１２）によって相互接続されたトランスペアレントな交換ノード（１
）を備える光通信ネットワークのリンクのデータベース（５８）であって、前記データベ
ースが少なくとも２つの反対方向の光リンクを含む双方向リンクの記述子を備えるように
構成され、前記双方向リンク記述子は前記双方向リンクの少なくとも１つの物理的劣化パ
ラメータ特性を備え、前記物理的劣化パラメータ特性がそれぞれの前記反対方向の光リン
クに対応する物理的劣化パラメータから取得される、データベース。
【請求項８】
　光通信ネットワーク内の接続パスを介して少なくとも２つの光送受信装置デバイスを双
方向でリンクすることを意図されたトランスペアレントな光接続の伝送品質を判定する方
法であって、
　前記接続パスに沿って複数の双方向リンク（１０、２０、３０）のそれぞれの双方向リ
ンク記述子を提供するステップであって、前記双方向リンク記述子が前記双方向リンクの
少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を各提供で備え、前記双方向リンクが一対の
反対方向の光リンクを各提供で備え、前記物理的劣化パラメータ特性が前記対のそれぞれ
の反対方向の光リンクに対応する物理的劣化パラメータから取得される、ステップと、
　前記双方向リンク記述子にしたがって接続の前記伝送品質を判定するステップと
　を備える、方法。
【請求項９】
　双方向リンクの前記物理的劣化パラメータ特性のうちの少なくとも１つが累積パラメー
タを備え、前記方法が前記接続パスを介して蓄積される前記累積パラメータの値の判定と
前記接続パスを介して蓄積された前記値による伝送品質の判定とを備えるということを特
徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　光リンク（１１、１２、２１、２２、３１、３２、４１、４２）によって相互接続され
たトランスペアレントな交換ノード（１、２、３、４）を備える光通信ネットワーク内の
伝送品質を判定する装置であって、
　双方向リンク（１０、２０、３０、４０）として一対の反対方向の光リンクを関連付け
る手段と、
　前記対のそれぞれの前記反対方向の光リンクの少なくとも１つの個別の物理的劣化パラ
メータを提供する手段と、
　前記対の反対方向の光リンクのそれぞれの前記物理的劣化パラメータから前記双方向リ
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ンクの少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を判定する手段と、
　前記双方向リンクの前記少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を備える双方向リ
ンクの記述子を保存する手段と
　を備える、装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置または請求項７に記載のデータベースを備える光通信ネットワ
ーク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光通信ネットワークの分野に関し、特に、データフローを伝送するためにト
ランスペアレントな光接続を確立する能力のある、光ネットワークの分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トランスペアレントなまたはハイブリッドの光ネットワークにおいてトランスペアレン
トな接続を確立することは、通常は、ネットワークにおける空間接続パスの選択と、この
接続パスでデータを搬送するために使用可能な１つまたは複数の搬送波の選択と、選択さ
れた接続パスおよび搬送波で達成できる伝送品質の推定とを含む、同時にまたは続けて実
行され得るいくつかの動作を伴う。
【０００３】
　ＦＲ－Ａ－２８６４３８６は、光通信ネットワークにおける単方向リンクの物理的劣化
の表現を作成する方法と、この表現を使用するトランスペアレントな単方向光接続につい
て、たとえば２進誤り率の形態で、伝送品質を判定する方法とを説明する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】仏国特許出願公開第２８６４３８６号明細書
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】「Ａ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｔｏｒｏｌ　ｏｆ
　Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ（ＷＳ
ＯＮ）　ｗｉｔｈ　Ｉｍｐａｉｒｍｅｎｔｓ」Ｇ．Ｂｅｒｎｓｔｅｉｎら、２００９年５
月５日、ＩＥＴＦ
【非特許文献２】Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔ　４２０１、２００５年１０
月、ＩＥＴＦ
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態によれば、本発明は、光リンクによって相互接続されたトランスペアレント
な交換ノードを備える光通信ネットワークにおける物理的劣化の表現を作り出す方法を説
明し、前記方法は：
双方向リンクとして一対の反対方向の光リンクを関連付けること、
前記対のそれぞれの前記反対方向の光リンクの少なくとも１つの個別の物理的劣化パラメ
ータを提供すること、
前記対の反対方向の光リンクの物理的劣化パラメータのうちの１つから前記双方向リンク
の少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を判定すること、
前記双方向リンクの前記少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を備える双方向リン
クの記述子を保存すること、を伴う。
【０００７】
　もう１つの有利な実施形態で、本方法は、以下の特性のうちの１つまたは複数を示すこ
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とができる：
－　双方向リンクの物理的劣化パラメータまたはパラメータ特性が残留色分散パラメータ
を含み、前記残留色分散パラメータは前記対のそれぞれの前記反対方向の光リンクの残留
色分散パラメータの数学的平均として取得されること。
－　双方向リンクの物理的劣化パラメータまたはパラメータ特性が光信号対雑音比パラメ
ータを含み、前記光信号対雑音比パラメータは前記対のそれぞれの前記反対方向の光リン
クの光信号対雑音比パラメータの最小値として取得されること。
－　双方向リンクの物理的劣化パラメータまたはパラメータ特性が非線形位相パラメータ
を含み、前記非線形位相パラメータは前記対のそれぞれの前記反対方向の光リンクの非線
形位相パラメータの最大値として取得されること。
－　双方向リンクの物理的劣化パラメータまたはパラメータ特性が偏波モード分散パラメ
ータを含み、前記偏波モード分散パラメータは前記対のそれぞれの前記反対方向の光リン
クの偏波モード分散パラメータの２乗平均平方根値として取得されること。
－　本方法は、光通信ネットワーク内のノードのうちの１つまたは複数に送信されるプロ
トコル経路指定メッセージ内で双方向リンク記述子を広めるステップを備える。
【０００８】
　一実施形態で、本発明はまた、光リンクによって相互接続されたトランスペアレントな
交換ノードを備える光通信ネットワークのリンクのデータベースを提供し、前記光リンク
のうちの少なくとも２つは反対方向であり、双方向リンクとして対にされ、前記データベ
ースは前記双方向リンクの記述子を備え、前記双方向リンク記述子は前記双方向リンクの
少なくとも１つの物理的劣化パラメータ特性を備え、前記物理的劣化パラメータは前記対
のそれぞれの前記反対方向の光リンクに対応する物理的劣化パラメータから取得される。
【０００９】
　このタイプのデータベースは、ネットワークノード制御ユニットに、または、たとえば
ネットワーク制御装置またはパス計算装置など、別個の装置にインストールすることがで
きる。それは、たとえば経路指定プロトコルを介して、これらの記述子の拡散が実装され
るか、または反対に物理的劣化情報が局所的に保存されるかに応じて、程度の差はあるが
ネットワークの大部分についての双方向リンク記述子を備えることができる。
【００１０】
　一実施形態によれば、本発明はまた、トランスペアレントな光接続の伝送品質を判定す
る方法を提供し、前記接続は光通信ネットワークにおいて接続パスを介して少なくとも２
つの光送受信装置を双方向でリンクするように設計され、前記方法は：
前記接続パスに沿った一組の双方向リンクのそれぞれについて双方向リンク記述子を提供
するステップであって、前記双方向リンク記述子は前記双方向リンクの少なくとも１つの
物理的劣化パラメータ特性を備え、前記双方向リンクは一対の反対方向の光リンクを備え
、前記物理的劣化パラメータは前記対のそれぞれの反対方向の光リンクに対応する物理的
劣化パラメータから取得される、ステップと、
前記双方向リンク記述子による接続の前記伝送品質を判定するステップとを備える。
【００１１】
　実施形態によれば、双方向リンク記述子は、ネットワークノード制御ユニットに、また
は、たとえばネットワーク制御装置もしくはパス計算装置など、別個の装置にインストー
ルされた１つまたは複数のデータベースからの抽出によって提供され得る。
【００１２】
　好ましい一実施形態によれば、双方向リンクの物理的劣化パラメータまたはパラメータ
特性は１つまたは複数の蓄積されたパラメータを備え、前記方法は前記接続パスを介する
各累積パラメータの値の判定と、接続パスを介する蓄積された１つまたは複数の値に関す
る伝送品質の判定とを備える。
【００１３】
　本発明は、双方向接続が光通信ネットワークで頻繁に使用されるという観測から開始す
る。本発明の基本的発想は、双方向接続の２つの反対方向の接続への分解を必要とするこ
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となしにトランスペアレントな双方向光接続の伝送品質を判定することができるように、
双方向リンクレベルで光ネットワーク内の物理的劣化の表現を提供することである。本発
明の基礎を成すもう１つの発想は、この双方向リンク上の信号が被る物理的劣化のコンパ
クトな、高信頼の表現を取得するために、双方向リンクを備える単方向光リンクの物理的
劣化パラメータをバンドルすることである。
【００１４】
　添付の図面の参照とともに、例示的且つ非限定的な例としてのみ与えられる本発明の複
数の個々の実施形態の以下の説明を考察するとき、本発明をよりよく理解することができ
、その他の目的、詳細、特性および利点がより容易に明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態が実装され得る光通信ネットワークの機能的概略図である。
【図２】図１のネットワーク上のノードで使用され得るノード制御ユニットの機能的概略
図である。
【図３】図１のネットワーク内に実装され得るバンドルドリンク記述子を生成する方法の
ステップの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、トランスペアレントな接続を確立することができる波長分割多重伝送方式（Ｗ
ＤＭ）光ネットワークの非常に簡単な一例を示す。そのネットワークは、単方向光リンク
１１、１２、２１、２２、３１、３２、４１および４２によって接続された４つのトラン
スペアレントな通信ノード１、２、３、および４を備える。トランスペアレントな交換ノ
ードは、光信号を電子信号に変換することなしに光信号をスイッチングすることができる
デバイスを意味する。この用語は、ノードが必要ならばＯ／Ｅ／Ｏ変換によって光信号を
再生することもできることを排除しない。用語ハイブリッドノードもまた、信号を再生す
ることができるトランスペアレントなノードを示すために使用される。
【００１７】
　図１は、データプランの部分である各ノード１ａ、２ａ、３ａ、または４ａについての
トランスペアレントなまたはハイブリッドの光スイッチング素子と、制御プランの部分で
ある制御ユニット１ｂ、２ｂ、３ｂ、または４ｂとを示す。ネットワークのデータおよび
制御プランへの分離は機能的である。それは教示を目的として示されるが、ネットワーク
構成要素の具体的な構造に必ずしも一致しない。
【００１８】
　光スイッチング素子の多数の知られているアーキテクチャは、たとえば、波長マルチプ
レクサおよびデマルチプレクサ、ビームスプリッタおよび結合器、光スイッチングマトリ
ックス、波長選択スイッチ、波長ブロッカ、光ゲート、波長コンバータなどの構成要素を
使用して、デバイス１ａから４ａを作成するのに適する。デバイス１ａから４ａはまた、
搬送波を光リンクに挿入するための、たとえば光送信機など、電気－光変換インタフェー
スと、搬送波で搬送されるデータを復調するための、たとえば光受信機など、光－電気変
換インタフェースとを備え得る。
【００１９】
　単方向光リンク１１から４２は、２つの隣接するノード間で複数の搬送波を伝送するた
めの光ファイバを備える。これらのリンクはまた、具体的には最も長い伝播距離をカバー
するために、光増幅器および／または分散補償デバイスなどの図示されないさまざまな構
成要素も備え得る。
【００２０】
　図１のネットワークは、明確さを目的として、非常に単純なリング型のトポロジを示す
。しかし、以下の情報はこの例に限定されず、任意の数のノードおよびリンクをもつ任意
のトポロジをもつネットワークに適用することができる。
【００２１】
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　一実施形態で、ノード制御ユニットの１ｂから４ｂは、トポロジの発見、経路計算、接
続の確立、故障の検出および故障からの回復などの機能を実装するために、制御チャネル
を介してそれら自体の間で通信する。このレイアウトは、具体的にはＩＥＴＦ（インター
ネット技術タスクフォース）の文献に記載されたＧＭＰＬＳ（Ｇｅｎｅｒａｌｉｚｅｄ　
Ｍｕｌｔｉ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｌａｂｅｌ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）プロトコル群を使用
して実装され得る、ネットワークの分散された制御プランを構成する。
【００２２】
　もう１つの実施形態で、これらの機能のうちのいくつかは、たとえば人間のオペレータ
によって提供される命令にしたがって、ノードを構成するためにリンク９９を介して各ノ
ードと通信する中央ネットワーク制御装置１００によって中央に実装される。
【００２３】
　図２は、ノード１から４で使用可能な、ＧＭＰＬＳプロトコル群を実装する一実施形態
におけるノード制御ユニット５０を機能的に示す。経路指定モジュール５１は、たとえば
ＯＳＰＦ－ＴＥまたはＩＳ－ＩＳ－ＴＥなど、リンク状況経路指定プロトコルを実装し、
確立された技法にしたがって、ネットワークリンクのトポロジ、接続性、および容量情報
を広めるために、このプロトコルにしたがって他方のノードと経路指定メッセージ５２を
交換する。ノード制御ユニット５０は、経路指定モジュール５１によって供給される、そ
してその中でこの情報が保存され、動的に更新される、トラフィックエンジニアリングデ
ータベース５３を備える。
【００２４】
　ノードコントローラ５０は、その中でネットワークリンクおよびノードの物理パラメー
タが保存される物理データベース５８を備える。物理データベース５８は、この情報を動
的に更新するために、たとえば経路指定モジュール５１によって供給される。一変形形態
で、物理データベース５８は、中央ネットワーク制御装置から供給され得る。さまざまな
タイプの物理データが、ネットワーク内の所与のトランスペアレントなパスを介する光信
号の予測される劣化の計算を可能にするために、データベース５８内で確立され得る。た
とえば、この目的に使用可能なパラメータは、リンクごとの累積色分散、リンクごとのＯ
ＳＮＲ劣化、リンクごとの累積非線形位相、リンクの偏波モード分散（ＰＭＤ）などであ
る。部分的に波長、最悪搬送波についての値、またはネットワーク内で使用されるスペク
トルについての平均値に依存するこれらのパラメータ、あるいは個別の波長間隔について
の具体的な値の表を保存することができる。データベース５８は、簡潔性を目的として、
個々に且つ別々に示されているが、具体的にはいくつかの相互接続されたデータ構造の形
態で、異なる方法でこれらのデータを構築することが可能である。
【００２５】
　シグナリングモジュール５４は、たとえばＲＳＶＰ－ＴＥなど、シグナリングプロトコ
ルを実装し、他方のノードを通過する接続、具体的には接続の確立、修正、または削除の
動作、を管理するために、このプロトコルにしたがって他のノードとシグナリングメッセ
ージ５５を交換する。トラフィックエンジニアリングデータベース５３は、リソース占有
状況を動的に記録するために、受付制御モジュール５６の制御の下で、ノードを介して確
立される接続にしたがって更新される。
【００２６】
　具体的にはＧＭＰＬＳネットワーク、経路指定メッセージ５２およびシグナリングメッ
セージ５５で制御メッセージを搬送するいくつかの可能性が存在する。たとえば、これら
のメッセージは、データトラフィックと同じリンク（「ファイバ内」）でもしくは別個の
専用リンクで、同じチャネルで（「帯域内」）、または別個の専用チャネルで搬送され得
る。
【００２７】
　たとえばノード１およびノード４の間のラムダＬＳＰ（ラベルスイッチパス）など、図
１のネットワークを介する接続を確立するために実装されることになる３つのカテゴリの
動作が実質的に存在する：空間パスの決定、換言すれば、使用されることになるノードお
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よびリンクの決定と、波長割当て、換言すれば、これらのリンクで使用されることになる
１つまたは複数のチャネルの決定と、光信号の物理的劣化の考慮、換言すれば、宛先で取
得することができる信号品質の判定。ＩＥＴＦからの文献「Ａ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　ｆ
ｏｒ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｔｏｒｏｌ　ｏｆ　Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｏ
ｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ（ＷＳＯＮ）　ｗｉｔｈ　Ｉｍｐａｉｒｍｅｎｔｓ」Ｇ
．Ｂｅｒｎｓｔｅｉｎら、２００９年５月５日は、それぞれ経路指定、波長割当て、およ
び機能障害確認と呼ばれる、これらの動作を実装するためのいくつかの可能なアーキテク
チャを説明する。
【００２８】
　ここで双方向接続のこれらの動作を実行することができる方法の一実施形態を説明する
。
【００２９】
　たとえばネットワークの１つまたは複数のノードのデータベース５３内に保存されるも
のなど、ネットワークトポロジ情報は、ノード１および３、２および３、３および４、な
らびに４および１を個別に接続する双方向リンク１０、２０、３０、および４０を備える
。それぞれの場合に、双方向リンクは、一対の交換ノードの間に延びる反対の方向の２つ
の単方向リンク、換言すれば２つの反対方向のリンクの関連付けである。それぞれの双方
向リンク１０から４０は、そのプロパティを示すデータベース５３に保存される。たとえ
ば、双方向リンクは、その構成要素（構成要素リンク）が対応する２つの反対方向のリン
クを備えるバンドルドリンクの形態で保存される。ＧＭＰＬＳネットワークにおけるバン
ドルドリンクの表現および使用についてさらに詳しくは、ＩＥＴＦからのＲｅｑｕｅｓｔ
　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｅｎｔ　４２０１、２００５年１０月で与えられる。バンドルドリン
クの形態の、具体的には双方向リンク１０、２０、３０、および４０の形態の、ネットワ
ークトポロジの表現は、ネットワーク制御プランによって搬送され、管理されるトポロジ
データの量を限定するのに役立ち得る。経路計算動作は、双方向リンクのシーケンス、た
とえば前述の例のシーケンス１０－２０－３０、の形態で空間パスを提供するために、こ
の表現に基づいて実行され得る。
【００３０】
　接続パスを介する信号の物理的劣化を示すために、対応するバンドリングプロセスが使
用される。各双方向リンクの物理プロパティの記述子が、ネットワーク内、たとえば１つ
または複数のノードのデータベース５８内または装置１００内、に保存される。これらの
双方向リンク記述子は、リンクのそれぞれに対応し、したがってバンドルされる物理パラ
メータからのそれぞれの場合に取得される、１つまたは複数の物理パラメータを備える。
接続パスを介する物理伝送品質を判定または予測するプロセスは次に、両方の伝播方向を
共に識別する結果を提供するために、このパスを構成する双方向リンク記述子に基づいて
実行され得る。したがって、かかる方法は両方の接続方向について別個に物理的劣化を計
算する必要性を回避する。
【００３１】
　多数の方法が、バンドルドリンクの物理パラメータを示すために想定され得る。信号が
被る物理的劣化のコンパクトな、高信頼の表現は、以下の表に記載されたパラメータを使
用して取得することができる：
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【表１】

【００３２】
　上記の表で、記号ｐｉ（ｋ）は、リンク参照ｋについての、ｉが自然数１から４である
、パラメータＰｉの値を指定する。第４の欄は、双方向リンク記述子１０を備えるために
使用される４つの物理的劣化パラメータを記載する。他方の双方向リンクは、同じ方法で
取得される個別の記述子によって表される。
【００３３】
　一実施形態で、将来の接続の伝送品質は、単方向リンクの伝送品質ベクトルを活用する
ためにＦＲ－Ａ－２８６４３８６に記載される方法にしたがってこのように取得される双
方向リンク記述子を活用することによって決定される。換言すれば、双方向リンクのシー
ケンスを備えるパスについて、個別の双方向リンクについてのパラメータＰｉ（ｉは自然
数１から４）は、端から端までの双方向接続の特性を示す値を取得するために、ＦＲ－Ａ
－２８６４３８６に記載された合成法にしたがって構成される。補間機能が次に、接続パ
スを介して蓄積される物理的劣化パラメータからの、両方の伝播方向について有効な、予
測される２進誤り率値の判定を可能にする。かかる活用は、特に前述の文献「Ａ　Ｆｒａ
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ｍｅｗｏｒｋ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ　Ｓｗｉ
ｔｃｈｅｄ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ（ＷＳＯＮ）ｗｉｔｈ　Ｉｍｐａｉｒｍ
ｅｎｔｓ」に記載されるさまざまな概念的アーキテクチャにしたがって、接続を確立する
方法にさまざまな形で統合され得る。
【００３４】
　図３は、バンドルドリンク記述子を自動的に生成するための適切な方法を示す。この方
法は、ネットワーク上の１つまたは複数のノード制御ユニットによって、または集中制御
装置に、実装され得る。
【００３５】
　ステップ６１で、バンドルドリンクの構成要素が、たとえばトラフィックエンジニアリ
ングデータベースに問い合わせることによって、決定される。
【００３６】
　ステップ６２で、バンドルドリンクの各構成要素の物理的劣化パラメータが、たとえば
１つまたは複数の構成ファイルの形態で、提供される。これらのデータは、オペレータに
よって手動で供給され得る、または自動発見機構によって自動的に決定され得る。物理的
劣化パラメータは、たとえばバンドルドリンクの各構成要素について前述された４つのパ
ラメータＰｉを備える。
【００３７】
　ステップ６３で、バンドルドリンクについての物理的劣化パラメータがバンドルドリン
クの構成要素についての対応するパラメータにしたがって、たとえば前述の公式にしたが
って、計算される。
【００３８】
　ステップ６４で、バンドルドリンク記述子が、たとえば１つまたは複数のＴＬＶ（タイ
プ、長さ、値）データ構造の形態または他の構造タイプで、保存される。
【００３９】
　ステップ６５で、バンドルドリンク記述子は、たとえばＯＳＰＦ－ＴＥ経路指定プロト
コルのリンクステートアドバタイズメント（ＬＳＡ）メッセージの形態で、ネットワーク
上の１つまたは複数のノードに送信される。しかし、この拡散は、バンドルドリンク記述
子がそれを生成したものとは異なる装置によって活用される場合にのみ必要である。
【００４０】
　一実施形態で、集中ネットワーク制御装置は、ネットワークまたは領域内のすべてのリ
ンクについての記述子を収集し、集中的にこのネットワークまたは領域を介する接続の伝
送品質を判定する。もう１つの実施形態で、接続の伝送品質は、接続パス上に位置するノ
ード制御ユニットによって分散された形で判定される。かかる場合には、各ノードがそれ
に隣接するリンクの記述子のみを知ることで十分であり得る。
【００４１】
　図３において本方法は、任意のバンドルドリンク、具体的には、双方向リンクと言われ
る、２つの反対方向で構成要素を備えるバンドルドリンク、またはバンドルド単方向リン
ク、に適用され得る。任意の数の構成要素が存在し得る。
【００４２】
　図示された要素のいくつか、特にコマンドユニット、サーバ、および他のモジュール、
は、ハードウェアおよび／またはソフトウェア構成要素を使用して、さまざまな形態で、
独立型または分散された形で、構成され得る。使用することができるハードウェア構成要
素は、特定用途向け集積回路、現場書替え可能ゲートアレイ、またはマイクロプロセッサ
である。ソフトウェア構成要素は、Ｃ、Ｃ＋＋、Ｊａｖａ（登録商標）、またはＶＨＤＬ
などのさまざまなプログラミング言語で書くことができる。このリストは網羅的ではない
。
【００４３】
　ネットワーク管理デバイスは、マイクロコンピュータ、ワークステーション、インター
ネットに接続されたデバイス、または任意の他の専用または汎用通信デバイスなどのハー
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ドウェアデバイスでもよい。このシステムによって走らされるソフトウェアプログラムは
、ネットワーク要素を制御するためのネットワーク管理機能を実行する。
【００４４】
　本発明が複数の具体的な実施形態に関して記載されているが、それは当然ながらいかな
る形でもそれらに限定されず、記載された手段のすべての技術的等価物、ならびに、それ
らの組合せが本発明の範囲内にある場合には、前記組合せを備える。
【００４５】
　用語「備える」または「含む」およびそれらの抱合型の使用は、特許請求の範囲に記載
されるもの以外の要素またはステップの存在を排除しない。要素またはステップについて
の不定冠詞「ａ」または「ａｎ」（１つの、一）の使用は、別途記載のない限り、複数の
かかる要素またはステップの存在を排除しない。複数の手段またはモジュールが、単一の
ハードウェア要素内に示されることがある。
【００４６】
　本特許請求の範囲において、丸括弧内のいずれの引用符号も、本特許請求を限定するも
のとして解釈されるべきではない。

【図１】 【図２】

【図３】
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